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【令和５年度の主要な事業について】

　

まちづくりにおける町の最上位計画であります「第５期奥多摩町長期総合計画」の施策の大綱に沿って、

令和５年度予算案の中で、特に重点としている施策や新規事業につきまして、ご説明申し上げます。

○「誰もが元気で健康に暮らせる地域づくり」

　町民皆様が明るく健やかに暮らすためには、まず、

健康でなければなりません。このための各種検診事業、

保健推進活動事業、定期予防接種事業、食育推進事業、

健康相談事業などの疾病予防につながる事業を実施す

るほか、健康維持のための口腔ケア実施体制を推進し

ていくとともに、地域医療体制及び医療保険制度の適

切な事業運営が図られるよう、着実に努めてまいりま

す。

　また、町内小中学校、児童・生徒の放課後を含めた

学校生活の充実と発展に資するための放課後居場所づ

くり事業を新たに実施してまいります。

○「安心して子どもを産み育てる地域づくり」

　過疎化による少子高齢化が進む当町において、子ど

もや子育て家庭の環境づくりのため、結婚、出産、産

後ケア、子育てまできめ細やかな支援を行ってまいり

ます。

　特に、重点施策の一つとしている少子化・定住化対

策を継続し、子どもや子育て世代の増加を図り、自治

会等による地域の絆の維持、活力の向上に努めてまい

ります。

○「高齢者が生きがいを持って暮らせる地域づくり」

　多くの高齢者は、住み慣れた地域で安心して暮らし

ていくことを望んでいることから、町職員、地域包括

支援センター職員、高齢者見守り相談員、社会福祉協

議会、民生・児童委員等が連携を行いながら、在宅高

齢者への福祉サービスを引き続き、推進してまいりま

す。

　また、引き続き、老人クラブの運営に対する支援、

シルバー人材センター事業における就業機会の確保・

充実を図ってまいります。

第１章「みんなで支えるホットなまちづくり」

　なお、ドローンや配送ロボット等による郵便・物流

領域での実用化に向けた取り組みを進めている日本郵

便株式会社では、当町において令和元年度から実証実

験を続けておりますが、町といたしましても過疎地域

での配送や物流の２０２４問題を含め、自力で買い物

が難しい高齢者等への生活支援に資する物流の実現に

向け、引き続き、連携・協力を図ってまいります。

○「障害者が自立して生活できる地域づくり」

　障害のある方が地域の中で自立して自分らしく生活

を送ることができるよう、ノーマライゼーションの実

現へ向け、医療・福祉などとの連携や継続的な支援相

談体制の充実を図ってまいります。

　特に、障害者地域活動支援センター「かもんみーる」

の円滑な運営と社会参加が図られるよう、引き続き、

推進してまいります。

○「心のぬくもりと絆を持ち続けられる地域づくり」

　町では、自治会や隣組などによる地域での支え合い

や助け合いによる地域コミュニティの力は非常に強い

ものの、少子高齢化等の影響により、これまでどおり

の地域での支え合いが困難となることも想定されま

す。地域ささえあいボランティア事業、高齢者見守り

事業などを通じ、安心して暮らすことができるよう、

民間の力も借りながら、強い地域の絆の維持を推進し

てまいります。

【定住対策によるこれまでの効果】

令和 5 年 3月 1日現在

世帯数
人口（人）

大人 子ども 合計

定住対策事業人口 ２１７ ３７５ ２１９ ５９４

（内訳）

町内転居 ９５ １８２ ８０ ２６２

Ｕターン ２０ ３５ ３４ ６９

Ｉターン １０２ １５８ １０５ ２６３

＊総人口 4,717 人（内 594 人が定住対策事業 :12.6％）
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は
、
各
々
の
個
人
や
グ
ル
ー
プ

が
主
体
的
に
選
択
し
て
行
う
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、「
５
類
」

に
移
行
し
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
力
や
病
原
性
が

変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
移

行
ま
で
の
間
、
引
き
続
き
、
地

域
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
事

業
者
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、

関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
感
染

予
防
や
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
と
も
に
、
移
行
後
の
自
主

的
な
感
染
対
策
に
つ
い
て
、
必

要
と
な
る
情
報
提
供
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
並

び
に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

　
次
に
、
２
月
６
日
に
ト
ル
コ

南
部
の
シ
リ
ア
国
境
近
く
で
発

生
し
た
大
地
震
に
よ
り
、
多
く

の
犠
牲
者
と
甚
大
な
被
害
が
生

じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
、
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
に
深
く
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

そ
の
ご
家
族
の
方
、
そ
し
て
被

災
さ
れ
た
方
々
に
、
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
過
酷
な
環
境
下
に
お

い
て
救
援
、
支
援
活
動
を
展
開

し
て
い
る
方
々
の
勇
気
に
敬
意

を
表
し
、
１
日
も
早
い
復
旧
、

復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
お

り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
が

経
と
う
と
し
て
い
る
今
、
当
町

に
お
い
て
も
、
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
へ
の
備

え
を
万
全
に
す
る
と
と
も
に
、

万
一
発
生
し
た
場
合
で
も
、
自

助
、
共
助
、
公
助
と
そ
れ
ぞ
れ

の
段
階
に
お
い
て
、町
と
住
民
、

自
治
会
、
並
び
に
関
係
機
関
が

連
携
し
、
一
体
と
な
っ
て
、
町

民
皆
様
の
生
命
と
財
産
を
守
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員

皆
様
に
も
ご
理
解
並
び
に
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
「
第
５

期
奥
多
摩
町
長
期
総
合
計
画
」

で
は
、
豊
か
な
山
々
と
清
流
の

中
で
自
然
と
共
生
す
る
町
に
お

き
ま
し
て
、
多
く
の
魅
力
に
包

ま
れ
た
、
住
む
人
と
訪
れ
る
人

が
癒
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
生
涯
を
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
過
疎
化
が
進
行
す
る
町

に
お
い
て
、
最
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
少
子
化
対
策
と
定

住
化
対
策
を
「
奥
多
摩
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
位
置
付
け
、

重
点
的
に
、
ま
た
、
積
極
的
に

推
進
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

各
種
施
策
に
よ
り
人
口
減
少
の

ス
ピ
ー
ド
は
緩
や
か
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
厳

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
認
識

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
近
年
、
町
内
在
住
の

高
校
生
、
大
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
、
輝
か
し
い
成
績
を

収
め
、
強
化
選
手
に
指
定
さ
れ

る
な
ど
、
明
る
い
話
題
を
届
け

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
の

更
な
る
活
躍
を
大
い
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
し

た
人
材
が
輩
出
さ
れ
る
よ
う
、

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
支
援
等

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
「
奥
多
摩
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
、
少
子
化

対
策
の
推
進
と
し
て
、出
会
い
・

暮
ら
し
、
子
育
ち
・
教
育
の
分

野
を
、
ま
た
、
住
み
た
い
方
が

住
め
る
町
を
築
く
た
め
の
定
住

化
対
策
と
し
て
、
仕
事
、
住
ま

い
の
分
野
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対

策
は
、
過
疎
化
に
よ
る
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
町
に

お
い
て
、
高
齢
化
対
策
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
高
齢

化
率
が
50
％
を
超
え
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
中
、
地
域
コ
ミ
ュ

▶
昨
年
子
育
て
応
援
住
宅
に
入

居
し
た
近ち

か
ひ
ら平

様
ご
家
族

▶
令
和
５
年
３
月
に
完
成
し
た

子
育
て
応
援
住
宅
（
小
丹
波
）

ニ
テ
ィ
力
が
低
下
し
つ
つ
あ
る

地
域
も
見
ら
れ
る
町
に
お
い

て
、
今
後
も
重
点
的
に
推
進
す

べ
き
取
組
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

▶
２
０
２
２
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー

ム
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
最
終
戦
で

優
勝
さ
れ
た
、
禰ね

し

め寝 

大だ
い
す
け亮 

君

（
境
在
住
・
大
学
１
年
生
）


